
話 題
あなたの身近な話題をお知らせください。
問い合わせ先　総務課 企画室 広報担当まで（内線208）

心
の
目
を
持
つ
演
奏
者

交
通
安
全
に
役
立
つ
よ
う
に
！

新
し
い
日
本
の
味
方
！

　

３
月
５
日（
木
）、和
水
町
中
央
公
民
館
で『
吹
き

語
り
Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
』と
題
し
て
安
田
知
博
さ
ん

（
山
鹿
市
出
身
）の
公
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。安
田

さ
ん
は
、10
歳
か
ら
尺
八
を
吹
き
始
め
、数
々
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、現
在
は

福
祉
の
専
門
学
校
で
点
字
の
授
業
を
さ
れ
た
り
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
副
音
声
で
解
説
を
し
た
り
と
様
々

な
方
面
で
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
演
会
で
は
、リ
ク
エ
ス
ト
の
曲
を
演
奏
し
た

り
、自
分
が
尺
八
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
を

語
っ
て
く
れ
た
り
、冗
談
を
と
き
お
り
交
え
た
話
を

す
る
な
ど
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

尺
八
は
吹
く
人
に
よ
っ
て
音
色
が
変
わ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
が
、安
田
さ
ん
の
尺
八
の
音
色
は
、

前
向
き
な
性
格
が
現
れ
た
す
ば
ら
し
い
音
色
を
奏

で
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
金
）、町
商
工
会
青
年
部（
東
隆
文
会

長
）か
ら
新
入
学
児
童
92
名
に
登
下
校
時
に
着
用
す

る
黄
色
い
帽
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、町

商
工
会
青
年
部
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
達
を
事
故
か
ら
守
る
活
動
に
役
立
て
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。こ
の
黄

色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
登
下
校
す
る
か
わ
い
い
児

童
の
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

３
月
７
日（
土
）、玉
名
市
民
会
館
に
お
い
て
、自
衛

隊
父
兄
会
玉
名
・
荒
尾
地
区
協
議
会
主
催
の「
玉
名
・

荒
尾
地
区
自
衛
隊
入
隊
者
合
同
激
励
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
和
水
町
か
ら
昨
年
の
倍
以
上
の
9
名
の

入
隊
者
が
あ
り
、4
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地

へ
と
配
属
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
激
励
会
に
合
わ
せ
陸
上
自
衛
隊
西

部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、

G
R
e
e
e
e
N
の「
キ
セ
キ
」な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

楽
曲
の
数
々
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
も
行
わ
れ
、こ

れ
ま
で
に
引
き
続
い
て
武
田
正
已
さ
ん（
江
栗
）、大

塚
昌
孝
さ
ん（
上
板
楠
）に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
入
隊
者
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

▲立派な自衛官になってくださいね！

▲帽子を教育長に手渡す東さん（左）

▲美しい音色に会場のみなさんもうっとり♪
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ま ち の

　

平
成
20
年
度
、町
で
は
観
光
P
R
と
肥
後
民
家
村
へ
の
来
客
者
の
増
加
を
目

的
に「
肥
後
民
家
村
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
51
名
１
８
２
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、グ
ラ
ン
プ
リ
１

点
、各
季
節
大
賞
４
点
、入
選
10
点
の
計
15
点
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、入
賞
作
品
の
展
示
会
を
、４
月
10
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
肥
後
民
家

村
旧
中
原
家
蔵（
5
月
１
日
か
ら
６
日
の
期
間
は
旧
河
野
家
住
宅
）で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、上
位
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
上
位
入
賞
者

　

○
グ
ラ
ン
プ
リ 

藤
田　

佳
生
さ
ん（
熊
本
市
）「
早
春
の
旧
布
施
家
」

　

○
季
節
大
賞（
春
） 

早
川　
　

昇
さ
ん（
玉
名
市
）「
雨
の
休
日
」

　

○
季
節
大
賞（
夏
） 

水
落　

幸
雄
さ
ん（
大
牟
田
市
）「
出
番
前
」

　

○
季
節
大
賞（
秋
） 

右
田　

哲
也
さ
ん（
荒
尾
市
）「
秋
の
カ
ヤ
ブ
キ
民
家
」

　

○
季
節
大
賞（
冬
） 

西
本　

明
美
さ
ん（
玉
名
市
）「
な
ご
り
雪
」

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

「
菊
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」

熊
本
県
緑
化
環
境
美
化
功
労
者
賞
を
受
賞

「
肥
後
民
家
村
の
四
季
」フ
ォ
ト
コン
テ
ス
ト
に

　

１
８
２
点
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

3
月
17
日（
火
）、寺
山
区
の
廣
田
陽
一

さ
ん
が
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
、町
の
民
生
委
員
と
し
て

平
成
4
年
12
月
か
ら
平
成
19
年
11
月
ま

で
の
15
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の

社
会
福
祉
活
動
を
支
え
ら
れ
、併
せ
て
平

成
16
年
12
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
町

の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会
長

並
び
に
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

熊
本
県
緑
化
環
境
美
化
功
労
者
賞
の
表
彰
式
が
、３
月
24
日（
火
）、県
庁
で
行

わ
れ
、「
菊
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会（
代
表　

坂
口
志
げ
子
さ
ん
）」が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、緑
化
や
環
境
美
化
に
長
年
活
動
し
て
き
た
個
人
や
団
体
の
功
績

を
讃
え
、熊
本
県
が
昭
和
60
年
か
ら
行
っ
て
い
る
表
彰
で
す
。

　
「
菊
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」は
、昭
和
53
年
か
ら
活
動
を
始
め
、町
内
の
各
行

政
区
の
公
民
館
及
び
道
路
、町
中
央
公
民
館
周
辺
の
花
壇
及
び
肥
後
民
家
村
内

の
花
壇
の
植
栽
、管
理
、除
草
、清
掃
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
口
会
長
は
、「
活
動
を
始
め
て
か
ら
30
年
目
の
節
目
に
、こ
の
よ
う
な
賞
を

受
賞
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
を
、で
き

る
時
間
に
、社
会
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
、受
賞
へ
の
喜
び
と
こ
れ

か
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲蒲島知事から表彰を受けられる坂口会長

▲これからもますますの活躍を願ってます！

▲グランプリに選ばれた藤田佳生さんの作品「早春の旧布施家」
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